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厚板加工体制を強化

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
な
ど
導
入

新型コロナ影響

フ
ァ
ブ
稼
働
率
変
わ
ら
ず

関
西
地
区

先
行
き
不
安
視
も

空
間
除
菌
カ
ー
ド

社
員
・
家
族
に
配
布

ナ
ガ
オ
カ

9
日
ま
で
工
場
休
止

清水鋼鉄
苫 小 牧

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
を
防
止

東
京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合

Ｈ
Ｐ
開
設

廃熱回収ボイラ
100億円で受注
JFEエンジ独子会社

Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
中
核
シ
ャ
ー
、
Ｊ
Ｆ
Ｅ
鋼
材
（
石
原
慶
明
社
長
）
は
、
中
国
事
業

所
（
広
島
県
福
山
市
、
三
浦
弘
樹
所
長
）
で
厚
板
加
工
体
制
を
強
化
す
る
。
同
社
初
と
な

る
フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー
加
工
機
を
導
入
す
る
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
ガ
ス
溶
断
機
2
基
を

更
新
し
、
加
工
能
力
を
引
き
上
げ
る
。
3
月
10
日
か
ら
1
基
目
の
ガ
ス
溶
断
機
の
入
れ
換

え
工
事
を
始
め
、
5
月
の
連
休
明
け
に
は
一
連
の
工
事
を
完
了
す
る
計
画
。
並
行
し
て
Ｃ

Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
も
一
新
す
る
。
2
0
2
0
年
度
後
半
に
は
、
再
び
増
加
す
る
見

通
し
の
建
築
鉄
骨
向
け
の
加
工
需
要
に
応
え
る
狙
い
だ
。

中
国
事
業
所
で
は
近

年
、
全
国
的
な
鉄
骨
需
要

の
増
加
を
背
景
に
、
受
注

量
が
増
加
し
、
工
場
の
加

工
能
力
に
不
足
感
が
出
て

い
た
。
今
回
、
既
存
の
Ｃ

Ｏ
2

レ
ー
ザ
ー
加
工
機
1

基
、
ガ
ス
溶
断
2
基
を
一

挙
に
更
新
す
る
こ
と
で
、

月
間
8
5
0
㌧
の
能
力
を

1
0
0
0
㌧
強
ま
で
高
め

る
。導

入
す
る
フ
ァ
イ
バ
ー

レ
ー
ザ
ー
は
、
日
酸
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
の「
Ｆ
Ｍ
Ｒ
Ⅱ
」

（
出
力
6
㌔
㍗
）。最
大
加

工
板
厚
は
25
㍉
、
有
効
切

断
幅
は
5
1
0
0
㍉
。
併

せ
て
定
盤
幅
も
3
・
1
㍍

か
ら
5
・
5
㍍
ま
で
拡
張

す
る
。
Ｃ
Ｏ
2

レ
ー
ザ
ー

か
ら
の
置
き
換
え
で
、
加

工
品
質
・
効
率
の
向
上
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低

減
を
図
る
。

板
厚
22
㍉
ま
で
の
鋼
板

加
工
に
活
用
す
る
計
画

で
、プ
ラ
ズ
マ
切
断
機（
25

―
32
㍉
）、ガ
ス
溶
断
機

（
1
5
0
㍉
ま
で
）
と
板

厚
に
応
じ
て
使
い
分
け
、

「
レ
ー
ザ
ー
単
体
だ
け
で

な
く
、
装
置
全
体
で
相
乗

効
果
を
生
み
」（
三
浦
所

長
）、効
率
的
な
加
工
体
制

を
構
築
す
る
。

サ
イ
ズ
ア
ッ
プ
す
る
定

盤
の
一
部
に
は
、
取
り
外

し
可
能
な
ユ
ニ
ッ
ト
構
造

の
採
用
を
検
討
す
る
。
加

工
後
の
製
品
を
乗
せ
た
ま

ま
定
盤
ユ
ニ
ッ
ト
ご
と
置

き
場
へ
運
ぶ
こ
と
で
、
オ

フ
ラ
イ
ン
で
の
片
づ
け
・

荷
ぞ
ろ
え
が
可
能
と
な

る
。
手
作
業
で
の
製
品
片

づ
け
に
は
3
人
で
お
よ
そ

半
日
掛
か
っ
て
い
た
が
、

ユ
ニ
ッ
ト
の
取
り
換
え
に

は
2
人
で
30
分
強
の
時
間

で
足
り
、
大
幅
な
作
業
の

効
率
化
を
実
現
す
る
。

フ
ァ
イ
バ
ー
レ
ー
ザ
ー

で
は
、
レ
ー
ザ
ー
光
の
拡

散
を
防
ぐ
専
用
定
盤
を
保

護
す
る
た
め
、
エ
キ
ス
パ

ン
ド
メ
タ
ル
な
ど
を
設
置

す
る
こ
と
が
多
い
。
定
盤

を
ユ
ニ
ッ
ト
化
す
る
こ
と

で
資
材
の
損
耗
も
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

定
盤
上
で
の
作
業
を
減
ら

す
こ
と
で
安
全
対
策
に
も

つ
な
が
る
。
現
在
、
定
盤

メ
ー
カ
ー
と
共
に
試
作
品

を
使
っ
た
実
証
を
行
っ
て

お
り
、
3
月
中
に
採
用
の

可
否
を
決
め
る
予
定
だ
。

ガ
ス
溶
断
機
は
2
基
と

も
日
酸
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ

「
Ｋ
Ｔ
6
5
0
」
に
更
新

す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
ト
ー
チ

2
本
を
備
え
、
オ
プ
シ
ョ

ン
の
マ
ー
キ
ン
グ
装
置
も

追
加
し
、
二
次
罫
書
き
と

い
っ
た
の
付
加
価
値
の
充

実
に
も
つ
な
げ
る
。
稼
働

中
の
溶
断
機
は
、
導
入
か

ら
20
年
以
上
が
経
過
し
て

い
た
た
め
、
リ
プ
レ
ー
ス

に
よ
り
加
工
能
力
を
高
め

る
。
更
新
工
事
中
は
、
2

直
体
制
で
夜
間
操
業
も
行

い
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
影
響

を
最
小
限
に
収
め
る
。

設
備
更
新
と
並
行
し
、

全
社
で
進
め
る
大
新
技
研

の
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
シ
ス

テ
ム「
Ａ
Ｎ
Ｓ
―
Ｗ
Ｉ
Ｎ
」

の
導
入
も
中
国
事
業
所
で

先
行
し
て
行
っ
て
い
る
。

既
存
シ
ス
テ
ム
の
サ
ポ
ー

ト
終
了
に
伴
う
も
の
で
、

生
産
性
向
上
を
目
的
に
19

年
1
月
か
ら
運
用
を
始
め

た
デ
ー
タ
・
ト
ラ
ッ
キ
ン

グ
・
シ
ス
テ
ム（
Ｄ
Ｔ
Ｓ
）

や
オ
ン
ラ
イ
ン
接
続
さ
れ

た
各
種
設
備
と
の
連
携
を

図
る
。
3
月
中
に
運
用
を

始
め
、
6
月
に
は
全
面
的

に
切
り
替
え
る
。

Ｄ
Ｔ
Ｓ
は
稼
働
か
ら
約

1
年
が
経
過
し
、「
間
接
費

の
削
減
や
棚
卸
し
の
省
力

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効

果
が
表
れ
て
い
る
」（
同
）

と
い
う
。
今
後
、
現
場
か

ら
の
要
望
を
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
、
機
能
の
追
加
な

ど
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
に

取
り
組
む
方
針
だ
。
三
浦

所
長
は
「
20
年
度
上
期
中

に
設
備
更
新
、
担
当
者
の

習
熟
を
終
え
、
需
要
回
復

期
に
は
フ
ル
稼
働
で
臨
み

た
い
」
と
話
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
が
拡
大
し
て
い
る

が
、
現
段
階
で
は
関
西
地

区
の
建
築
鉄
骨
フ
ァ
ブ
リ

ケ
ー
タ
ー
の
稼
働
に
は
ほ

と
ん
ど
影
響
が
出
て
お
ら

ず
、
昨
年
秋
以
降
と
同
じ

状
況
が
続
い
て
い
る
。
具

体
的
に
は
Ｈ
グ
レ
ー
ド
や

Ｍ
グ
レ
ー
ド
の
大
手
は
稼

働
率
が
70
―
1
0
0
％
と

ほ
ぼ
フ
ル
操
業
の
状
態
を

維
持
し
て
お
り
、
一
方
、

Ｒ
グ
レ
ー
ド
は
昨
年
秋
以

降
、
60
―
70
％
程
度
の
低

稼
働
が
継
続
し
て
い
る
。

た
だ
、
地
区
業
者
は
今
後

の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
問
題

が
長
期
化
し
た
場
合
、
受

注
や
稼
働
に
影
響
が
出
て

く
る
こ
と
を
不
安
視
し
て

い
る
。

地
区
の
建
築
鉄
骨
フ
ァ

ブ
は
Ｈ
グ
レ
ー
ド
や
Ｍ
グ

レ
ー
ド
の
大
手
が
20
年
度

後
半
か
ら
着
工
予
定
の
都

市
再
開
発
や
駅
前
再
開

発
、
さ
ら
に
は
大
型
物
流

倉
庫
な
ど
の
案
件
を
安
定

的
に
受
注
し
て
お
り
、
受

注
残
（
山
積
み
）
も
半
年

か
ら
1
年
分
を
抱
え
て
い

る
。
稼
働
も
人
手
不
足
も

あ
っ
て
、
現
有
人
員
で
フ

ル
対
応
し
て
い
る
企
業
が

多
く
、
稼
働
率
は
昨
年
秋

か
ら
高
水
準
を
維
持
し
て

い
る
。

た
だ
、
Ｍ
グ
レ
ー
ド
の

中
堅
ク
ラ
ス
や
Ｒ
グ
レ
ー

ド
・
Ｊ
グ
レ
ー
ド
に
つ
い

て
は
中
小
規
模
の
店
舗
・

工
場
や
公
共
施
設
関
係
の

新
規
案
件
が
減
少
。
受
注

残
も
Ｍ
グ
レ
ー
ド
の
中
堅

で
3
―
6
カ
月
、
Ｒ
・
Ｊ

グ
レ
ー
ド
1
―
4
カ
月
と

低
水
準
で
推
移
し
、
稼
働

率
も
60
―
70
％
程
度
、
一

部
の
業
者
は
50
％
程
度
の

低
調
な
状
態
が
続
い
て
い

る
。現

段
階
で
は
製
造
業
の

よ
う
に
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

問
題
に
よ
る
Ｓ
Ｃ
Ｍ
（
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
）
の
影
響
や
、
罹

患
（
り
か
ん
）
に
よ
る
工

場
操
業
へ
の
影
響
な
ど
は

出
て
い
な
い
。
地
区
の
各

社
は
自
主
的
に
社
員
や
家

族
に
対
し
て
ウ
イ
ル
ス
対

策
を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て

い
る
が
、
フ
ァ
ブ
を
取
り

巻
く
建
設
業
界
自
体
に
影

響
が
出
始
め
て
お
り
、
フ

ァ
ブ
業
界
に
と
っ
て
も
そ

の
余
波
が
懸
念
さ
れ
る
。

地
区
業
者
は
「
建
築
鉄

骨
工
事
現
場
で
は
な
い
と

思
う
が
、
千
葉
県
や
熊
本

県
の
建
設
現
場
で
は
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
作

業
し
て
い
た
こ
と
が
判

明
、
国
土
交
通
省
が
建
設

業
者
と
民
間
の
発
注
者
団

体
に
適
切
な
対
応
を
要
望

し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
う

し
た
こ
と
が
建
築
鉄
骨
現

場
や
工
場
自
体
に
も
出
な

い
よ
う
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て

い
る
。

道
路
事
業
を
取
り
巻
く
厳

し
い
環
境
に
対
応
す
る
た

め
、
日
本
製
鉄
グ
ル
ー
プ
の

日
鉄
建
材
と
神
戸
製
鋼
所
が

出
資
し
、
2
0
2
1
年
4
月

の
「
日
鉄
神
鋼
建
材
」
発
足

に
向
け
た
具
体
的
な
話
し
合

い
が
始
ま
っ
た
。
日
鉄
建
材

の
道
路
関
連
事
業
と
神
鋼
建

材
の
全
事
業
を
統
合
し
、
防

護
柵
に
つ
い
て
は
東
西
2
拠

点
体
制
と
し
て
製
造
を
最
適

化
し
、
逆
風
の
続
く
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
の
生
き
残
り
を
図

る
。高

炉
の
グ
ル
ー
プ
を
越
え

た
新
会
社
設
立
の
背
景
に
あ

る
の
は
「
道
路
関
連
事
業
は

長
期
的
に
厳
し
さ
が
増
し
て

く
る
」（
担
当
者
）
た
め
。
道

路
建
設
投
資
額
が
減
少
し
、

人
口
減
少
な
ど
で
更
な
る
規

模
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
強
化

す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し

た
。基

本
合
意
の
な
か
で
、
具

体
的
な
拠
点
の
集
約
に
ま
で

言
及
し
て
い
る
の
も
、
い
か

に
厳
し
い
環
境
あ
る
と
み
て

い
る
か
の
表
れ
。
西
日
本
地

区
に
お
い
て
、
日
鉄
建
材
の

大
阪
製
造
所
の
一
部
と
な
る

防
護
柵
製
造
設
備
に
つ
い
て

23
年
3
月
末
を
め
ど
に
休
止

し
、
神
鋼
建
材
の
尼
崎
工
場

に
集
約
す
る
。「
各
製
造
拠
点

の
製
造
特
性
、
製
造
可
能
品

種
を
検
討
し
た
」（
担
当
者
）

と
い
う
。

最
終
合
意
は
公
正
取
引
委

員
会
な
ど
の
事
前
承
認
な
ど

を
経
た
う
え
調
印
す
る
。
単

純
合
算
し
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
シ
ェ
ア
は
6
割
強
と
み
ら

れ
、
承
認
を
得
ら
れ
る
か
一

つ
の
焦
点
。
今
後
、「
丁
寧
に

説
明
し
、
理
解
を
求
め
て
い

く
」（
担
当
者
）
方
針
だ
。

人
員
は
3
0
0
人
規
模
に

な
る
見
通
し
で
、
神
鋼
建
材

の
約
2
5
0
人
と
、
日
鉄
建

材
か
ら
出
向
し
た
社
員
で
構

成
す
る
も
よ
う
。
日
鉄
建
材

の
連
結
会
社
と
な
り
、
新
会

社
の
本
店
は
日
鉄
建
材
本
社

と
同
拠
点
と
な
る
。
年
間
の

売
り
上
げ
規
模
は
、
日
鉄
建

材
の
道
路
関
連
事
業
が
同
社

の
連
結
売
上
の
1
割
強
を
占

め
る
1
3
0
億
円
強
、
神
鋼

建
材
は
1
2
0
億
―
1
3
0

億
円
規
模
。
神
鋼
建
材
で
は

ハ
イ
ジ
ュ
ー
ル
ネ
ッ
ト
工
法

の
落
石
防
止
網
と
い
っ
た
防

災
商
品
や
漁
礁
と
い
っ
た
事

業
も
手
掛
け
て
お
り
、
そ
れ

ら
も
新
会
社
が
引
き
受
け
て

い
く
こ
と
に
な
る
。

人
口
減
少
な
ど
を
背
景
と

し
た
建
設
市
場
縮
小
の
大
き

な
流
れ
の
な
か
、
先
を
見
据

え
た
方
策
に
着
手
し
な
け
れ

ば
〝
ゆ
で
ガ
エ
ル
″
状
態
に

な
り
か
ね
な
い
。
今
回
の
統

合
が
、
一
つ
の
道
筋
を
示
す

も
の
に
な
る
か
、
最
終
合
意

に
向
け
た
日
本
製
鉄
、
日
鉄

建
材
、
神
戸
製
鋼
、
神
鋼
建

材
の
4
社
間
の
協
議
に
か
か

っ
て
い
る
。（

山
本

章
央
）

京
都
府
の
建
築
フ
ァ
ブ

リ
ケ
ー
タ
ー
の
ナ
ガ
オ
カ

（
本
社
＝
京
都
府
長
岡
京

市
、
伊
藤
佳
治
社
長
）
は

2
月
下
旬
に
、
全
社
員
と

そ
の
家
族
を
対
象
に
首
掛

け
タ
イ
プ
の
空
間
除
菌
カ

ー
ド
「
ウ
ィ
ル
ス
シ
ャ
ッ

ト
ア
ウ
ト
」を
配
布
し
た
。

配
布
数
は
ト
ー
タ
ル
で
約

1
3
0
個
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
の
一
環
。

同
製
品
は
電
車
・
オ
フ

ィ
ス
・
学
校
な
ど
人
の
集

ま
る
場
所
や
身
の
回
り
の

空
間
の
ウ
イ
ル
ス
や
菌
を

塩
素
成
分
で
空
間
除
菌
す

る
カ
ー
ド
。
首
に
か
け
る

だ
け
で
除
菌
ブ
ロ
ッ
カ
ー

が
で
き
る
。
本
体
サ
イ
ズ

は
Ｗ
55
×
Ｈ
80
×
Ｄ
5

㍉
。
セ
ッ
ト
内
容
は
本
体

と
ネ
ッ
ク
ス
ト
ラ
ッ
プ
。

有
効
期
限
は
開
封
後
約
30

日
。
伊
藤
社
長
は
「
社
員

と
家
族
の
こ
と
を
考
え
て

実
施
し
た
」と
し
て
い
る
。

【
苫
小
牧
】
清
水
鋼
鉄

苫
小
牧
製
鋼
所
（
北
海
道

苫
小
牧
市
、
清
水
孝
社
長

兼
所
長
）
は
、
道
内
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と

を
受
け
、
3
月
5
日
か
ら

9
日
ま
で
の
5
日
間
、
工

場
を
休
止
す
る
こ
と
を
決

め
た
。
す
で
に
不
要
不
急

の
外
出
や
出
張
の
自
粛
を

社
員
に
徹
底
し
て
い
る

が
、
社
員
の
感
染
防
止
を

第
一
に
考
え
判
断
し
た
。

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
受
け
入

れ
に
関
し
て
は
3
月
5
日

か
ら
8
日
ま
で
休
止
、
製

品
出
荷
に
つ
い
て
は
3
月

6
日
か
ら
8
日
ま
で
休
止

す
る
。

道
は
2
月
28
日
に
「
緊

急
事
態
宣
言
」
を
出
し
た

が
、
苫
小
牧
地
区
で
も
5

人
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

て
い
る
。
国
や
道
が
発
表

し
て
い
る
「
今
が
感
染
拡

大
す
る
か
ど
う
か
の
、
大

き
な
分
か
れ
道
」
と
の
認

識
に
基
づ
き
、
工
場
を
休

止
す
る
。

東
京
鉄
鋼
販
売
業
連
合

会
の
構
成
団
体
で
あ
る
東

京
鋼
板
シ
ヤ
ー
組
合
（
会

長
＝
鈴
木
正
通
・
鈴
木
鋼

材
社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ

Ｐ
）
を
開
設
し
た
。
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
の
閲
覧

に
適
し
て
お
り
、
同
会
の

歴
史
や
概
要
、
周
年
事
業

の
写
真
な
ど
を
公
開
し
て

い
る
。
活
動
の
記
録
を
残

し
て
い
く
と
と
も
に
、
新

規
会
員
の
募
集
に
も
役
立

て
た
い
考
え
だ
。

同
会
は
1
9
5
5
年
、

薄
板
シ
ャ
ー
リ
ン
グ
業
者

を
中
心
に
結
成
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｐ
で
は
シ
ャ
ー
リ
ン
グ

業
の
解
説
に
始
ま
り
、
65

年
に
及
ぶ
歩
み
が
つ
ま
び

ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

若
手
組
織
の
「
鋼
板
Ｊ

－
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
」
に
つ
い
て

も
紹
介
し
、「
当
会
会
員
企

業
の
後
継
者
で
あ
れ
ば
、

現
在
は
異
業
種
に
勤
め
て

い
る
方
も
参
加
可
能
」
と

し
て
、
会
員
数
の
拡
大
を

図
っ
て
い
る
。
鋼
板
Ｊ
－

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
で
は
各
種
講
演

会
や
研
修
会
、
懇
談
会
の

ほ
か
、
親
睦
の
た
め
の
旅

行
、
ゴ
ル
フ
な
ど
を
開
催

し
て
い
る
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ
はh

ttps
:
//tokyo -kou

hansya
-kum

iai.
ji

m
dosite.com

/

J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
本
社
＝
東
京
都
千

代
田
区
、
大
下
元
社
長
）

は
5
日
、
独
子
会
社
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
ケ
ッ
セ
ル
・
バ

ウ
ム
ガ
ル
テ（
Ｓ
Ｂ
Ｇ
社
）

が
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
市
の

工
業
団
地
を
管
理
・
運
営

す
る
イ
ン
フ
ラ
サ
ー
ブ
・

ヘ
キ
ス
ト
社
か
ら
、
廃
熱

回
収
ボ
イ
ラ
を
約
1
0
0

億
円
で
受
注
し
た
と
発
表

し
た
。
2
0
2
2
年
7
月

に
完
工
す
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
社
が
受
注
し
た

の
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
か

ら
の
廃
熱
に
よ
り
蒸
気
を

発
生
さ
せ
る
廃
熱
回
収
ボ

イ
ラ
2
缶
お
よ
び
付
随
す

る
プ
ラ
ン
ト
設
備
の
設
計

・
建
設
。
ボ
イ
ラ
で
発
生

す
る
蒸
気
は
、
発
電
お
よ

び
化
学
製
品
の
製
造
工
程

で
利
用
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｇ
社
は
、
こ
れ
ま

で
欧
州
を
中
心
に
1
0
0

件
以
上
に
及
ぶ
廃
熱
回
収

ボ
イ
ラ
の
建
設
実
績
が
あ

る
。
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン

か
ら
の
廃
熱
供
給
が
停
止

し
た
時
で
も
直
ち
に
バ
ー

ナ
ー
を
稼
働
さ
せ
、
ボ
イ

ラ
か
ら
の
蒸
気
供
給
を
安

定
的
に
継
続
す
る
シ
ス
テ

ム
の
提
案
が
高
く
評
価
さ

れ
た
。

期間

2月27日（木）～
4月30日（木）

・当連盟が主催する会合などについては原則開催を見合わせ、書面審議に
て対応し、会合等に付随する懇親会は中止

・出張は、国内外を問わず、原則として取り止め

・外部の不特定多数が参加するセミナー、講習会などへの参加取り止め

2月中旬より段階
的に実施。期間は
当面の間

・打ち合わせは原則、TV会議・WEB会議

・当社主催の行事および懇親会は原則見合わせ

・国内外の出張は原則禁止

・工場見学受け入れの新規受付停止

・当面の間
・学校の臨時休業
に伴うものはその
期間

・主催イベントの中止、延期、開催する場合でも規模縮小、感染防止を実
施
・立食パーティーの開催は見送り（着席での懇親会を行う場合であっても
参加者を絞るなど、感染防止に留意）
・社外の立食パーティーへの参加は可能な限り出席は控える（出席が必要
な場合は感染防止に留意）
・一般的な懇親会は、開催や出席要否を適宜判断
・3/31までの間、海外出張全般について原則禁止
・国内は当面の間、
①複数地区の社員が参加する社内会議は、原則TV・電話会議による開催
とし、出張による参加が必要な場合は出席者を極力絞っての参加とする
②社外の会議については、不急の案件かどうかなど、その出席要否を適切
に判断するとともに、出席の場合は参加者を極力絞っての参加とする
③不特定多数が参加する会議・イベント等への出席は感染拡大のリスクが
高いことから、可能な限り出席は見合わせるものとし、出席の場合でも参
加者を極力絞っての参加とする

時差出勤は、2月
27日～
在宅勤務は、3月2
日～13日（可能な
場合は2月28日～）

・当社主催の100人以上の会合については、延期、中止。懇親会（飲食を
伴うもの）については、参加人数に関わらず延期、中止。団体を対象とし
た工場見学についても、延期、中止。

・新幹線・飛行機での移動を伴う出張は原則禁止。ＴＶ会議、Ｔｅａｍｓ、
Ｓｋｙｐｅなどの積極利用を促進

保育園・学校等が休園休校になる子女をもつ社員に限り、在宅勤務日の設
定をフレックスでの利用を可能としている

3月2日～

・ＴＶ会議、ＷＥＢ会議活用、主催行事・懇親会原則見合わせ、工場見学
当面停止

・海外出張は必要性の極めて高いもの限定 国内出張は必要性の高いもの
限定

・中国現地法人スタッフは総経理を除き日本国内で待機、社員食堂の時差
利用

対象と勤務体制

全職員
時差出勤制度の活用奨励

フレックス勤務およびテレワーク
は当該制度の適用対象者、その他
施策は全社員
・最大限フレックス勤務を活用
・積極的にテレワークを活用

全社員
・時差通勤を推奨。（公共交通機関
利用者、フレックスタイム制適用
対象者のみ）
・在宅勤務制度対象の拡大（所属
長が、業務設計可能で、かつ業務
上差支えないと認める社員につい
ては制度の対象とする）（回数制限
有り）
【春休みまでの臨時休に伴うもの】
（未就学児、小学生の子を持つ社
員への対応）
・在宅勤務の日数上限緩和（回数
制限撤廃）
・WLBS休暇の要件追加（小学
校卒業前の子の育児を行う場合）
・特別休暇（無給）の要件追加（小
学校卒業前の子の育児を行う場
合）

本社・支社支店：時差出退勤、在
宅勤務の計画実施（週2回を目標）
その他事業所：時差出勤や在宅勤
務を推奨
全社共通：在宅勤務日を、現行8
回／月から8回以上の取得を可と
する。
（派遣社員を含む）
発熱や風邪の症状がある方は、自
宅療養。

支社・支店勤務者約150人はフレ
ックスを活用した時差出勤、育児
短時間勤務者約30人は柔軟な出勤
および在宅勤務

企業名

日本鉄鋼連盟

日本製鉄

JFEスチール

神戸製鋼所

山陽特殊製鋼

期間

2月26日～
3月31日

・不要不急の会議や会食、イベント開催は自粛

・不要不急の出張の自粛

・執務中のマスク着用

3月3日から当社緊
急対策本部から別
途連絡があるまで
の間

・会議・会食など原則自粛

・不急の国内外の出張は原則控える。TV会議などによる代替を検討

2月28日～3月15日

・不急の会議・会合・研修・イベントなどの開催や、不急の会食は原則と
して自粛

・国内出張、海外出張ともに、不急のものは見合わせる

3月2日～15日

・不急の会議・会合・研修・イベントなどの開催や、不急の会食は原則と
して自粛

・国内出張、海外出張ともに、不急のものは見合わせる

～15日

・国内出張については、厳選。海外出張については、原則禁止

・会社主催のイベントや会議・会合・研修など不急なものは当面見合わせる

在宅勤務（トライ
アル）：3月5日～
19日
時差通勤：3月2日
から実施中

・大人数(50-100名)での研修、会議は不要不急を除き延期

・出張は不要不急を除き延期

・PCを持ち帰りでの在宅勤務にて各種システムへのアクセス状況、環境
を確認し、不具合をチェック。必要に応じてwifiルーター、携帯電話の貸
与を行う

①2月26日（水）
～3月31日（火）
②3月2日（月）～
各校の春休み開始
日前日まで

・不急の会議・会合・研修・イベントなどの開催や不急の会食は原則とし
て自粛。やむを得ず参加する場合は、マスク着用や会合前後の手洗い、う
がいなどの感染予防策を徹底する

・出張は、国内・海外ともに不急のものは見合わせる、国内は厳選し、海
外は原則禁止。特に、韓国／大邱広域市および慶尚北道清道郡への渡航禁
止。中国全土へは渡航禁止

2月26日位から当
面の間

・参加人数、場所等を勘案し、個別に会議、会合の開催、中止を判断（4
月4日まで）、不急のイベントへの参加、会食、訪問などは社用、プライベ
ートを含め原則自粛（3月中）

・不急の出張の見合わせ（3月中）

・事務内の換気を指示
・不特定多数の社員が接触する場所の除菌を1日2回程度行うように指示
・37.5度以上の発熱で自宅待機を指示、上司へ1日3回体温を報告
・出勤扱いとした

終息まで

・会議・会食などは原則中止

・出張は原則禁止

特になし

・会議・会食など、相手先と協議の上で個別に判断

・不要不急のものは行わない

対象と勤務体制

国内グループ会社全社員・派遣社
員700人
フレックス制度、時差通勤

全社員を在宅勤務の対象としつ
つ、全社一律の在宅勤務体制はと
らず、各部署にて取引先との関係、
業務プロセス、ビジネスの形態等
を考慮した上での適切な勤務体系
を、検討し導入している状況。
（例： 各本部内でのグループ別
のシフト制により出勤し適宜在宅
勤務を活用する、など）

本店・国内拠点に勤務する全社員
（対象人数：約3800人）は、原則、
在宅勤務
派遣社員（対象人数：約500人）
は原則、自宅待機

本店・国内拠点に勤務する全社員
および派遣社員
（対象人数：約800人）は、原則、
在宅勤務

週2日以上の在宅勤務やフレック
ス制度の活用

全社員318名（含、嘱託、派遣社
員）は、在宅勤務（トライアル）、
時差通勤

全社員（従業員、役員、受入出向
者、シニアスタッフ、派遣社員を
含む）。
①時差出勤、②在宅勤務

全社員（対象：113名）は、30分
～1時間程度時差出勤し、電車の
混雑具合を調査中。
車通勤者は従来通り

全社員、時差通勤、自家用車によ
る通勤の許可

通常通り

企業名

モリ工業

三井物産

三菱商事

メタルワン

伊藤忠丸紅鉄鋼

三井物産スチール

神鋼商事

村山鋼材

奥澤産業

マテックス

ＪＦＥ鋼材
中国事業所

ガス溶断機2基も更新する（工場内部）

建築鉄骨向けの加工需要に応える（中国事業所）

Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
も
一
新

新型コロナウイルスの感染拡大防止策

「日鉄神鋼建材」来年4月発足

グ
ル
ー
プ

越
え
た
統
合

逆
風
下
で
生
き
残
り


